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三
月
三
日
（
金
）
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

（
東
京
都
港
区
）
に
お
い
て
、
第
七
五
回

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

小
坂
町
消
防
団
が
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

を
受
章
し
ま
し
た
。
本
県
で
は
、
平
成
二

五
年
度
に
大
仙
市
消
防
団
が
受
章
し
て
以

来
九
年
ぶ
り
で
す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
消
防
協
会
長
で
美
郷
町

消
防
団
髙
橋
正
尚
団
長
が
特
別
功
労
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

　

皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰

式
が
秋
田
県
及
び
秋
田
県
消
防
協
会
の
主

催
に
よ
り
、
三
月
二
二
日
（
水
）
に
秋
田

県
庁
第
二
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
受
章
者
な

ど
約
一
三
〇
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
庁
長
官
表
彰
、
秋
田

県
知
事
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

が
伝
達
さ
れ
、
最
後
に
受
章
者
を
代
表
し

て
伊
藤
力
潟
上
市
消
防
団
副
団
長
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。









































伊藤副団長代表謝辞

右から小坂町消防団亀田副団長、澤口団長、美郷町消防団髙橋団長

日本消防協会長表彰

消防庁長官表彰

令
和
四
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰
式

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
受
章

特

別

功

労

章

受

章



□功　労　章（１名）
 大館市消防団 団　　　長 齋　藤　　　勉

□永年勤続功労章（72名）
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 伊　藤　　　清 秋田市消防本部 消　防　監 伊　藤　博　之
 秋田市消防本部 消防司令長 阿　部　憲　悦 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 池　田　　　透
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 今　野　嘉　勝 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 小　野　　　悟
 横手市消防本部 消防司令長 木　島　秀　明 秋田市消防本部 消防司令長 木　山　　　強
 由利本荘市消防本部 消防司令長 小　室　　　力 大館市消防本部 消防司令長 佐々木　洋　一
 由利本荘市消防本部 消防司令長 佐　藤　勝　則 横手市消防本部 消防司令長 高　田　俊　之
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 沼　倉　　　明 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 原　田　正　仁
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 山　本　啓　彦 にかほ市消防本部 消 防 司 令 齊　藤　憲　一
 湖東地区消防本部 消 防 司 令 斉　藤　直　樹 北秋田市消防本部 消 防 司 令 山　田　　　昇
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令補 木　元　浩　行

 八峰町消防団 団　　　長 笹　村　清　幸 秋田市消防団 団　　　長 永　澤　靖　雄
 潟上市消防団 副　団　長 伊　藤　　　力 北秋田市消防団 副　団　長 木　村　謙　一
 大館市消防団 副　団　長 佐　藤　良　二 能代市消防団 副　団　長 畠　山　一　昭
 北秋田市消防団 副　団　長 福　岡　　　仁 井川町消防団 副　団　長 二　田　　　一
 鹿角市消防団 分　団　長 青　山　幸　喜 小坂町消防団 分　団　長 秋　本　勇　美
 横手市消防団 分　団　長 奥　山　裕　寸 横手市消防団 分　団　長 柿　崎　　　豊
 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　正　博 大仙市消防団 分　団　長 川　原　　　敏
 鹿角市消防団 分　団　長 木　村　隆　利 由利本荘市消防団 分　団　長 木　村　伸　英
 仙北市消防団 分　団　長 草　彅　　　晃 仙北市消防団 分　団　長 小　西　芳　雄
 八郎潟町消防団 分　団　長 金　　　昭　彦 由利本荘市消防団 分　団　長 今　野　　　強
 横手市消防団 分　団　長 近　　　　　寿 五城目町消防団 分　団　長 佐　川　　　誠
 東成瀬村消防団 分　団　長 佐々木　　　芳 男鹿市消防団 分　団　長 佐　藤　　　靖
 大館市消防団 分　団　長 佐　藤　善　隆 大仙市消防団 分　団　長 佐　原　吉　春
 北秋田市消防団 分　団　長 柴　田　昭　夫 能代市消防団 分　団　長 杉　渕　　　宏
 秋田市消防団 分　団　長 鈴　木　清　博 横手市消防団 分　団　長 鈴　木　　　浩
 大潟村消防団 分　団　長 鈴　木　　　太 羽後町消防団 分　団　長 瀬　川　　　隆
 大仙市消防団 分　団　長 髙　橋　雅　彦 秋田市消防団 分　団　長 田　中　重　之
 鹿角市消防団 分　団　長 中　村　　　実 横手市消防団 分　団　長 中　山　清　悦
 美郷町消防団 分　団　長 畠　山　貞　義 男鹿市消防団 分　団　長 原　田　裕　親
 秋田市消防団 分　団　長 古　井　啓　司 藤里町消防団 分　団　長 細　田　一　幸
 にかほ市消防団 分　団　長 三　浦　　　仁 三種町消防団 分　団　長 三　浦　摩壽雄
 由利本荘市消防団 分　団　長 村　上　康　浩 男鹿市消防団 分　団　長 柳　原　善　広
 秋田市消防団 分　団　長 山　田　雄　造 横手市消防団 分　団　長 米　澤　　　久
 大館市消防団 副 分 団 長 阿　部　　　司 湯沢市消防団 副 分 団 長 押　切　吉　明
 由利本荘市消防団 副 分 団 長 金　　　政　途 由利本荘市消防団 副 分 団 長 東海林　　　一
 大館市消防団 副 分 団 長 杉　田　乾一郎 大仙市消防団 副 分 団 長 畠　本　久　男
 大仙市消防団 副 分 団 長 古　屋　　　初

□無火災表彰（１町１村）
 八 郎 潟 町　　　東 成 瀬 村
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□特別表彰「まとい」（１消防団）
 小坂町消防団

□特別功労章（１名）
 秋田県消防協会会長　美郷町消防団団長 髙　橋　正　尚

□優良消防団（表彰旗）（１消防団）
 湯沢市消防団

□優良消防団（竿頭綬）（３消防団）
 三種町消防団　　　男鹿市消防団　　　美郷町消防団

□功績章（18名）
 鹿角市消防団 副　団　長 渋　谷　照　幸 大館市消防団 副　団　長 佐　藤　憲　一
 北秋田市消防団 副　団　長 長　岐　邦　雄 能代市消防団 団　　　長 渡　邊　正　人
 三種町消防団 副　団　長 板　倉　吉　孝 男鹿市消防団 団　　　長 齊　藤　英　一
 大潟村消防団 団　　　長 松　橋　　　稔 秋田市消防本部 消防司令長 安　田　勝　也
 秋田市消防本部 消防司令長 斉　藤　広　幸 由利本荘市消防団 副　団　長 東海林　　　優
 にかほ市消防団 分　団　長 三　浦　　　仁 美郷町消防団 副　団　長 照　井　正　明
 大仙市消防団 副　団　長 田　村　健　郎 横手市消防団 分　団　長 柴　田　克　弘
 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　洋　幸 横手市消防団 部　　　長 伊　勢　睦　子
 羽後町消防団 分　団　長 大　庭　久　志 湯沢市消防団 副 分 団 長 押　切　吉　明

□精績章（44名）
 鹿角市消防団 分　団　長 田　中　　　豊 小坂町消防団 分　団　長 秋　本　勇　美
 大館市消防団 副　団　長 鳴　海　正　春 大館市消防団 分　団　長 本　間　光　仁
 北秋田市消防団 副　団　長 木　村　謙　一 北秋田市消防団 分　団　長 柴　田　昭　夫
 上小阿仁村消防団 分　団　長 田　中　　　寿 能代市消防団 分　団　長 杉　渕　　　宏
 能代市消防団 分　団　長 大　谷　　　孝 能代市消防団 分　団　長 庄　内　道　雄
 三種町消防団 団　　　員 嶋　田　和　子 八峰町消防団 団　　　長 笹　村　清　幸
 男鹿市消防団 副　団　長 杉　本　一　敏 潟上市消防団 副　団　長 伊　藤　　　力
 八郎潟町消防団 分　団　長 金　　　昭　彦 大潟村消防団 分　団　長 工　藤　和　博
 潟上市消防団 部　　　長 伊　藤　由香里 秋田市消防本部 消防司令長 武　藤　　　学
 秋田市消防本部 消防司令長 若　狭　政　勝 秋田市消防団 分　団　長 鈴　木　　　功
 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　　　一 秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　　　満
 秋田市消防団 班　　　長 松　本　　　恵 由利本荘市消防団 副 分 団 長 金　　　政　途
 由利本荘市消防団 班　　　長 田　口　保　信 由利本荘市消防団 分　団　長 遠　藤　　　勝
 由利本荘市消防団 班　　　長 住　吉　伸　哉 にかほ市消防団 分　団　長 佐々木　　　剣
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 三　川　正　人 大仙市消防団 副　団　長 高　橋　和　美
 美郷町消防団 分　団　長 佐々木　吉　則 仙北市消防団 分　団　長 櫻　田　英　喜
 大仙市消防団 副　団　長 加　藤　　　元 横手市消防団 分　団　長 小田嶋　敏　夫
 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　　　勝 横手市消防団 分　団　長 鈴　木　　　浩
 横手市消防団 分　団　長 髙　橋　　　剛 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　賢　一
 横手市消防団 分　団　長 高　橋　千登勢 東成瀬村消防団 分　団　長 高　橋　広　美
 湯沢市消防団 分　団　長 髙　橋　喜　信 湯沢市消防団 分　団　長 石　田　　　均
 羽後町消防団 分　団　長 菊　地　貞　一 湯沢市消防団 分　団　長 髙　山　一　夫
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日
本
消
防
協
会
か
ら
大
館
市
消
防
団
に

福
祉
増
進
事
業
に
よ
る
車
両
が
交
付
さ

れ
、
同
消
防
団
か
ら
御
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

災
害
が
多
様
化
し
、
消
防
団
も
あ
ら
ゆ

る
現
場
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

四
輪
駆
動
の
活
動
車
の
交
付
を
し
て
い
た

だ
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
車
両
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
後
も
消
防
団
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

     

大
館
市
消
防
団 

団
長 

齋
藤　

勉　

第
三
回
若
手
消
防
団
員

　
　
　

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

第
三
回
若
手
消
防
団
員
交
流
会
が
二
月

四
日（
土
）、一
二
消
防
団
か
ら
一
七
名
、第

一
期
と
第
二
期
の
若
手
消
防
団
員
活
性
化

推
進
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
等
一
一
名
が
参

加
し
、イ
ヤ
タ
カ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
第
一
期
チ
ー
ム
が
、
平
成

三
〇
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
ま
で
の
取
組

を
報
告
し
た
後
、
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
広
報
の
運
用 

②
消

防
団
活
動
に
感
じ
る
課
題 

③
効
率
的
な

知
識
と
技
術
の
習
得 

と
い
う
テ
ー
マ
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
他
消
防
団
と
の
違
い

や
共
通
す
る
課
題
な
ど
を
率
直
に
意
見
交

換
で
き
て
、
と
て
も
有
意
義
な
機
会
だ
っ

た
と
い
う
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

防
災
活
動
車
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

第
四
六
回

　

第
四
六
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県

大
会
が
二
月
一
〇
日（
金
）ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
一

名
、
優
秀
賞
二
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
千
葉

将
太
さ
ん
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

　

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

　
　
　

消
防
副
士
長　

千　

葉　

将　

太

■
優
秀
賞

　

能
代
山
本
消
防
本
部

　
　
　

消
防
士
長　

佐
々
木　

和　

志

　

横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
副
士
長　

髙　

橋　

聖　

哉

　

心
を
救
う
言
葉

　
　
　
　

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

千　

葉　

将　

太

　

た
っ
た
一
言
で
嬉
し
く
な
っ
た
り
、
悲

し
く
な
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
、
笑
っ
た

り
。
言
葉
で
心
が
動
い
た
経
験
、
皆
さ
ん

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
そ
ん
な
こ
と
も
分
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
話

に
な
ら
ね
え
ぞ
。
し
っ
か
り
や
れ
よ
。」

　

そ
れ
は
訓
練
中
の
出
来
事
で
し
た
。
先

輩
か
ら
向
け
ら
れ
た
愛
の
鞭
。
張
り
つ
め

る
空
気
。
動
揺
す
る
私
。
焦
り
と
緊
張
で

頭
が
真
っ
白
に
な
り
、
そ
の
後
は
何
を
や

っ
て
も
ミ
ス
ば
か
り
で
し
た
。

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

秋
田
県
消
防
長
会



































グループごとの発表

髙橋充秀リーダーあいさつ

グループディスカッション
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意見発表のテーマと発表者名

◯　あなたの心に届けたい

湖東地区消防本部　白　川　雅　寛

◯　情報を制するものは災害を制す

由利本荘市消防本部　菅　原　康　平

◯　小学生の救命救急

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部　武　田　俊　高

◯　０歳から参加する救命講習

秋田市消防本部　木　内　絵　美

◯　我が家の消防計画

男鹿地区消防一部事務組合消防本部　進　藤　奎　亜

◯　寄り添った話し方を

北秋田市消防本部  後　藤　　　涼

◯　心を救う言葉

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部　千　葉　将　太

◯　最高の備えとは何か

鹿角広域行政組合消防本部  石　坂　賢　太

◯　シャッターチャンス

能代山本広域市町村圏組合消防本部　佐々木　和　志

◯　「消防操法大会」に改革を

横手市消防本部　髙　橋　聖　哉

◯　救命率向上のために

五城目町消防本部　舘　岡　拓　海

◯　小さな一歩、大きな未来

大館市消防本部　小　貫　慧　太

◯　新たな救命講習の必要性

にかほ市消防本部　池　田　享　平

　

訓
練
終
了
後
、
自
分
の
ふ
が
い
な
さ
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
私
に
、
あ
る
上
司
が
声

を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
れ
は
期
待
を
込
め
て
の
檄
だ
か
ら
気

に
す
ん
な
。
俺
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

何
で
も
言
え
よ
。
成
長
し
て
見
返
し
て
や

ろ
う
ぜ
。」

　

そ
の
言
葉
は
、
暗
闇
で
沈
ん
で
い
た
私

の
心
を
、
一
瞬
で
救
い
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。自
分
を
見
て
く
れ
る
上
司
が
い
る
。さ

っ
き
ま
で
悲
観
的
に
な
っ
て
い
た
私
の
心

は
一
転
、「
や
っ
て
や
る
。」「
成
長
し
て
み

せ
る
。」と
驚
く
ほ
ど
前
向
き
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
私
は
救
急
救
命
士

に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
日
感
じ
た
言
葉
の

力
。
救
命
処
置
だ
け
で
な
く
「
言
葉
」
で

も
苦
し
む
人
を
救
い
た
い
。
そ
ん
な
救
命

士
像
を
思
い
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
も
う
少
し
で
病
院
で
す
よ
。
大
丈
夫
で

す
か
。
苦
し
く
な
い
で
す
か
。
痛
く
な
い

で
す
か
。」

「
分
か
っ
た
。
分
か
っ
た
。
大
丈
夫
だ
か

ら
。」

　

気
遣
い
が
空
回
り
し
て
お
節
介
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、経
験
を
重
ね
、

少
し
ず
つ
相
手
の
気
持
ち
を
く
み
取
っ
た

言
葉
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
木
材
運
搬
車
が
横
転
す
る
事

故
が
発
生
。
四
〇
代
男
性
が
下
半
身
を
挟

ま
れ
脱
出
不
能
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
へ
協
力
を
依
頼
。
し
か
し
、
救

助
活
動
は
難
航
。
加
え
て
、
当
日
は
真
夏

日
。灼
熱
の
車
内
。衰
弱
し
て
い
く
男
性
。

千葉将太さん（最優秀賞）

救
急
隊
と
し
て
現
場
に
い
た
私
は
、
声
を

か
け
続
け
ま
し
た
。

「
少
し
ず
つ
救
出
に
向
か
っ
て
ま
す

よ
。」

「
私
た
ち
が
絶
対
に
助
け
ま
す
。」

「
お
医
者
さ
ん
も
救
急
隊
も
、
み
ん
な
あ

な
た
の
近
く
に
居
ま
す
よ
。
も
う
少
し
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」

　

必
死
の
救
助
活
動
の
結
果
、六
時
間
後
、

無
事
救
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
日
、
そ
の
男
性
か
ら
こ
ん
な
お
手
紙

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
あ
の
と
き
は
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
、
自
分

で
は
諦
め
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
救
出
の

際
に
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
り
、
色
々
声
を

掛
け
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
頑
張
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」

　

男
性
の
折
れ
か
け
た
心
は
、
私
の
言
葉

で
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
言
葉
は

人
を
、
心
を
、
命
を
救
え
る
。
そ
う
思
え

た
出
来
事
で
し
た
。
痛
み
や
苦
し
み
を
お

も
ん
ぱ
か
り
、
深
く
、
優
し
く
、
温
か
い

言
葉
で
傷
病
者
の
心
を
救
う
。
言
葉
一
つ

で
励
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。
言
葉
に
は
計

り
知
れ
な
い
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
で
す
。

　

同
僚
や
後
輩
に
言
葉
の
力
を
伝
え
て
い

く
こ
と
。
傷
病
者
の
心
に
寄
り
添
っ
た
言

葉
を
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
と
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。
助
け
を
求
め
る
あ
な
た
の

元
へ
駆
け
つ
け
る
の
は
、
心
を
救
う
消
防

士
で
す
。
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消
防
団
員
の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
地

域
防
災
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、

団
員
の
加
入
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

は
、
令
和
五
年
度
新
規
事
業
と
し
て
消
防

団
加
入
促
進
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
で
は
、
次
の
三
つ
の
行
事
を

行
い
ま
す
。

①
市
町
村
が
実
施
す
る
消
防
団
活
動
の
体

験
を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
支
援

　
　
　

防
災
キ
ャ
ン
プ
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
、
来
場
者
が
消
防
団
活
動
を
体
験
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
も
の

②
若
手
消
防
団
員
や
女
性
消
防
団
員
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　
　
　

消
防
団
に
係
る
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
意

見
交
換
を
県
内
三
ヵ
所
で
行
う
。

③
今
後
の
消
防
団
の
あ
り
方
、
役
割
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
　
　

①
と
②
を
踏
ま
え
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
消
防
団
関
係
者

の
認
識
共
有
を
図
る
。

　

①
は
、
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し
て
県

が
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
②
と
③
は
、

秋
田
県
消
防
協
会
が
県
か
ら
委
託
を
受
け

て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
と
若
手
消
防
団
員
交
流
会
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
時
開
催
と
な
り
ま

す
。

消防団名 階　級 氏　　名

鹿　角　市

北 秋 田 市

八 郎 潟 町

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

由利本荘市

仙　北　市

湯　沢　市

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

海　沼　和　宏

津　谷　高　志

渡　部　浩　信

斉　藤　昂　太

黒　崎　翔　太

福　島　琢　巳

齊　藤　隆　祥

沖　村　祐太郎

銭　谷　  　健

高　橋　文　哉

菊　地　智　洋

教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

第67期基礎教育
令和５年３月11日㈯～３月12日㈰
11人（７消防団）
入団して概ね３年未満の消防団員

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校



































「
消
防
団
加
入
促
進
モ
デ
ル
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
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教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

入 校 者
名　簿

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校

第５期幹部教育指揮幹部科現場指揮課程

部長又は部長と同等の実務経験を有する者

消防団名 階　級 氏　　名

第８期幹部教育指揮幹部科分団指揮課程

消防団名 階　級 氏　　名

令和５年３月18日㈯～３月19日㈰
22人（８消防団）

令和５年３月４日㈯～３月５日㈰
26人（９消防団）
分団長、副分団長の階級にある者

部　　　長

班　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

副 分 団 長

副 分 団 長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

班　　　長

班　　　長

班　　　長

班　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

班　　　長

班　　　長

石　坂　真　貴

奈良田　大　輔

荒　木　　　聡

斎　藤　弘　美

佐々木　一　直

高　田　達　雄

佐　藤　光　康

熊　谷　　　忍

佐　藤　　　衛

菊　地　三　男

遠　藤　育　英

矢　野　和　博

阿　部　拓　也

佐　藤　幸　治

猪　股　光　弘

佐　藤　貴　広

進　藤　　　正

佐　藤　三千広

村　上　　　聡

髙　橋　一　幸

小野垣　昭　治

阿　部　勇　一

鹿　角　市

北 秋 田 市

男　鹿　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

に か ほ 市

大　仙　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

部　　　長
分　団　長
副 分 団 長
分　団　長
分　団　長
分　団　長
副 分 団 長
分　団　長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
分　団　長
分　団　長
分　団　長
副 分 団 長
分　団　長
分　団　長
副 分 団 長
分　団　長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長

賀　川　孝　男
畠　山　幸　夫
辻　　　茂　幸
保　坂　　　一
柴　田　　　力
鈴　木　秋　一
佐　藤　直　久
佐　藤　　　満
須　田　　　充
工　藤　正　一
熊　谷　　　忍
加　川　　　洋
村　上　康　浩
齊　藤　　　猛
小　松　　　誠
佐　藤　　　勲
佐　藤　義　雄
高　橋　良　昭
高　階　　　寿
伊　藤　寿　人
石　成　　　寿
髙　橋　宗　男
由　利　克　幸
佐　藤　俊　美
藤　原　　　司
伊　藤　文　雄

鹿　角　市
大　館　市
北 秋 田 市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
に か ほ 市
大　仙　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市
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火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

三
月
五
日（
日
）、
鹿
角
広
域
行
政
組
合

消
防
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度
消
防

団
員
教
養
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
、
参
加
団
員
数
に
制
限
を
か
け
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
支
部
で
は
、操
法
訓
練
大
会
、春
秋
の

火
災
予
防
週
間
に
伴
う
火
災
想
定
訓
練
の

ほ
か
に
、教
養
訓
練
と
し
て「
消
防
団
サ
ポ

ー
ト
ブ
ッ
ク
」
を
使
用
し
た
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
研
修
会
は
、
訓
練
礼
式
や
ホ
ー
ス
展

開
及
び
収
納
要
領
、発
電
機
、は
し
ご
の
取

扱
要
領
と
基
本
動
作
の
確
認
と
、
反
復
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。少
な
い
人
数
な
が
ら

も
活
気
あ
る
訓
練
が
で
き
ま
し
た
。

　

支
部
長
か
ら
、
こ
の
貴
重
な
時
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
、同
僚
団
員
、後
輩
団
員
に

も
伝
達
し
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に
い
か

し
て
ほ
し
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
の
不
足
に
伴

い
、
消
防
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。多
様
化
す
る
災
害
に
迅
速
・
的
確
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
消
防
職

員
と
共
に
技
術
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、本
業
が
多
忙
な
こ

と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
熱
意
は
あ
っ
て

も
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団

鹿
角
支
部
消
防
団
員

　
　

教
養
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た

（
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
）

員
も
い
ま
す
。多
く
の
団
員
が
参
加
し
や

す
い
訓
練
の
方
法
に
つ
い
て
日
々
検
討
し

て
い
ま
す
。

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

10
4
2
3
19
0
7

9
4
2
7
22
5
10

165
27
33
89
314
26
36

47
1
7
10
65
8
14

15
1
2
3
21
1
4

57
5
9
13
84
8
21

24
5
4
10
43
6
14

令和５年 令和４年 同期比較
３月 累計 累計３月 年計 ３月 累計


